Power relations seen at the Prime Minister’s press conference in pandemic— Focusing on the co-occurrence of the personal pronoun mina-san (everyone) and ‘request’ ― by 谷口, 龍子 et al.
147
東京外国語大学論集 第 101号（2020）




Power relations seen at the Prime Minister’s 
press conference in pandemic
― Focusing on the co-occurrence of the personal pronoun 




Institute of Japan Studies, Tokyo University of Foreign Studies
























This paper is a critical discourse analysis approach to how the speaker perceives the power 
relationship with the recipient, based on the recording of the opening remarks of the Prime 
Minister’s press conference held 10 times in pandemic. As a result, it was observed that the 
speaker distinguishes himself from the recipient and explicitly or implicitly indicates the use of 













安倍前首相（以下、発話者）によるコロナ感染に関わる記者会見は、計 10回（2020年 2月 29
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3. データ















































































　 2/29 3/14 3/28 4/7 4/17 5/4 5/14 5/25 6/18 8/28 合計
皆さん 16 20 15 32 37 39 26 18 12 14 229
感染 7） 20 19 26 17 19 30 32 29 17 4 213





　 2/29 3/14 3/28 4/7 4/17 5/4 5/14 5/25 6/18 8/28 合計
皆さん 16 20 15 32 37 39 26 18 12 14 229
方（方々） 3 0 2 2 5 6 0 1 0 6 25
私 1 3 2 5 2 2 2 2 7 3 29


















2/29 3/14 3/28 4/7 4/17 5/4 5/14 5/25 6/18 8/28 計
皆さん /皆様 1 5 3 11 13 6 6 2 2 0 49
国民の皆様・皆さん /
日本人とその家族の - 2 3 4 0 3 7 7 5 4 9 44
医療関係者の -/
看護師の -/ 医師会の - 2 0 1 5 6 4 5 3 0 1 27
専門家の - 2 4 2 2 1 6 1 1 1 0 20
中小・小規模事業者の - 2 2 2 3 0 1 3 5 0 0 18
陽性の -/ 感染者の -/
入院患者の - 3 0 1 2 1 2 1 1 0 0 11
事業者の -/ 企業の - 1 0 0 0 6 1 1 0 1 0 10
｛動詞｝10） － 0 0 0 3 0 5 2 0 0 0 10
｛職業｝11） の - 0 0 1 3 3 1 0 0 0 0 8
高齢者の -/ 若い - 0 1 0 2 0 0 0 0 0 3 6
保健所の - 0 0 0 0 3 1 0 1 0 0 5
｛地域｝12） の - 0 0 1 0 0 3 0 0 1 0 5
介護施設の -/ 保育所の - 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 3
野党の -/ 与野党全ての - 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3
学生の -/ 卒業生の - 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 2
児童生徒の -/ お子さんの
- 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2
保護者の -/ ご家族の -/
消費者の - 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 3
教育現場の -/ 教員の - 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2
ご遺族の皆様 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
合計 16 20 15 32 37 39 26 18 12 14 229
154
谷口 龍子　Taniguchi Ryuko







Line 70   今、私たちが最も、《少し間》恐れるべきは、恐怖、それ自体です。  -(0407)
例 2)









Line 75  えー現実に必死で立ち向かっている、現場の皆さんに、私たちは、心からの敬意と、感謝
 の気持ちを、表すことが、できます。     -(0407)





Line 9  '目に見えない、恐ろしい敵、との闘いを、支えてくださっているこうした、全ての皆様に、






          -(0504)
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2/29 3/14 3/28 4/7 4/17 5/4 5/14 5/25 6/18 8/28 計
行動要求 4 7 7 13 4 5 7 2 0 0 49















Line 43  '既に、自分は感染…者かもしれない、という意識を、特に、若い皆さんを中心に、ま
 全ての皆さんに、持っていただきたい。     -(0407)
次の例は、エッセンシャルワーカーに対して、継続した協力を要請する場面である。
例 8)
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注
 1） 総時間は演説のみであり、演説後の質疑応答は除く。 
 2） ビデオリサーチによると、安倍前首相による緊急事態宣言発出の記者会見 (4月 7日 )のNHKニュースの視聴
率は 26.3パーセントであった。（https://news.yahoo.co.jp/byline/suzukiyuji/20200409-00172360/より。閲
覧日時 2020年 10月 12 日 15時） 
 3） Faircloughの理論の詳細については、Fairclough(2001)、フェアクラフ (2012)等を参照されたい。 
 4） 記者会見の受け手として、テレビの視聴者、記者会見場に同席している政府関係者、報道関係者が存在する。
本稿ではそれらをまとめて受け手とする。 
 5） コロナ禍における安倍前首相の演説は 2020年 2月 29日から 8月 28日の辞任演説まで計 14回行われたが、
そのうち 3月 22日於防衛大学、 8月 6日広島被爆者追悼演説、8月 9日長崎被爆者追悼演説、8月 15日戦没
者追悼演説の４件は、主に特定の視聴者を対象としていることから、本研究の分析対象としなかった。 
 6） 文字化の規則は宇佐美まゆみ（2019）「改訂版：基本的な文字化の原則（Basic Transcription System for 
Japanese:BTSJ）」https://ninjal-usamilab.info/wp-content/uploads/2020/01/BTSJ2019.pdfに従った。 
 7） 「感染する」「感染症」「感染対策」などを含む。 
 8） 「検査体制」「検査キット」などの複合語も含む。 
 9） 日本語で主語が省略されることは、Shibatani(1990)などで言及されている。 
 10） 「手作りマスクを届けようとしている -」「自宅での時間を過ごしてくださっている -」「様々な場所で支えてくださっ
ている -」など。 
 11） 「製造、加工、物流、配送などに関わる -」「エアラインの -」「観光業の -」「飲食業の -」など。 
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